
Q４.　海洋ごみ問題の今後は？

活動別の回収個数では，破片の増加が顕著。
海岸活動・レクリエーション活動品目，国内特定品目が増加傾向。
喫煙関係は横ばい傾向。
＝＞海洋ごみは減少しておらず，破片化が進行している。
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1990年から 2005年までのICCによる発生起源別回収個数の推移

A４.　漂着する季節と推移
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ペットボトルキャップの月間漂着量の推移

A４.　増えているごみと減っているごみ

増加品目
破片類 (6品目)
プラスチックプラボトル
ふたキャップ
ストロー
カキ養殖用パイプ
苗木ポット
使い捨てライター
靴サンダル
ストラップバンド
レジンペレット
たばこのパッケージ
洗剤ボトル
生活雑貨
漁網
釣糸
発泡スチロール製フロート
ロープ
わなかご
うきフロート

減少品目

プルタブ
花火，ルアー／蛍光棒
建築資材
魚箱, おむつ

A４.　水産業への影響

• チリメンジャコ網に微小プラスチックの混入（東シナ海）
• 海苔網にカキ養殖用プラスチックパイプの絡網（瀬戸内海西部）
• 漂流漁網が海藻にダメージ（長崎県対馬）
• 養殖海苔に浮遊プラスチックの混入（八代海南部）

A４.　新しい種類の海洋ごみの発生

Q５.　海洋ごみ問題を解決するためには？
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なぜ我々は海岸を清掃しなければならないのか？

1. 有効的な対策の検討
2. 目標値の設定
3. 監視（大量漂着，新品目）

4. 対策の効果の検証

なぜ調査が必要なのか？

研究
（原因の追究）

調べるルールを決める
•統一した調査手法と評価手法を用いる。
•点ではなく線，面で捉える。
•継続的に実施する。

調査



瀬戸内海海洋ごみ対策の整理
瀬戸内海

推定海ごみ総量 12,000トン

海岸漂着ごみ
2,700トン
23%

海底堆積ごみ
8,500トン
72%

□再流出
□破片化
●回収容易
●高密度

□低密度
□常に移動
□中層もあり
●潮目

□回収力に限界あり
□将来の回収に期待なし
□確認が困難
□広域に低密度に堆積
●網内で高密度

□回収が困難
□一度に大量流出
□生活圏を流れる
●河口部，堰で高密度

直接投棄

直接投棄

直接投棄

直接投棄

流出

河川散乱ごみ
200トン？

商品

ごみ

海面浮遊ごみ
600トン　5%

1.リサイクル・リユース

2.適切な処分
車・道路

車・道路

車・道路

車・道路
船舶

船舶

A５.　今後の課題と問題点

海岸漂着ごみ総量の空間的分布

1. 課題
! 陸でのごみ問題解決への取組み（発生源対策）
! 流域を含む海域単位での取組み（陸からの視点から，海からの視点へ）
• 沿岸住民だけではなく，その地域で活動する人またはその地域を通過す

る人を含めた取組み
2. 問題点

• 海底ごみ：漁業者の減少による回収力が低下する。
• ごみの移動：ごみは，水だけでなく車によっても移動する。海岸行政だ

けの問題ではない。
• 外洋への流出




